
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

聞
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

酒
井
重
洋
・
柴
口
真
澄

(
B
2
地
区
）
、
島
田
美
佐
子
・
武

田
健
次
郎

(
F
2
地
区
）
、
中
川
道
子

・
山
元
祐
人

(
F
3

地
区
）
、
池
野
正
男
・
三
島
道
子
(
G
地
区
）

古
墳

・
集
落
・
城
下
町
跡

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

県
西
部
を
流
れ
る
庄
川
・
小
矢

部
川
に
よ
り
作
ら
れ
た
、
蠣
波

平
野
の
西
端
に
位
置
す
る
。
遺

そ
の
裾
を
小
矢
部
川
が
蛇
行
し

て
北
流
す
る
。
遺
跡
は
、
元
暦

元
年
（
―
-
八
四
）

に
石
黒
氏

じ
め
と
し
た
丘
陵
が
連
な
り
、

に
よ
り
こ
の
右
岸
に
築
城
さ
れ
た
、
木
舟
城
の
城
下
町
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

年
(
-
五
八
一
）
に
越
後
の
上
杉
方
に
よ
り
攻
め
ら
れ
落
城
し
、
織
田
勢
に
よ

り
石
黒
氏
は
滅
ぼ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
城
は
佐
々
成
政
の
家
臣
、
佐
々
平
左
衛

門
が
城
主
と
な
り
、
天
正
一
三
年
の
豊
臣
勢
の
越
中
攻
め
の
後
は
、
前
田
秀
次

が
城
主
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
天
正
一
三
年
―
一
月
に
お
き
た
白
山
地
震
で
、

城
は
倒
壊
し
て
地
中
に
沈
み
、
城
主
の
秀
次
も
犠
牲
と
な
り
、
翌
年
に
城
は
小

い
ま
い
す
る
ぎ

矢
部
市
の
今
石
動
城
へ
移
っ
た
た
め
、
城
下
は
荒
廃
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
辺
り
は
、
「
和
名
抄
』
に
み
ら
れ
る
蠣
波
郡
―
二
郷
の
一
っ
「
長
岡

郷
」
の
一
部
と
さ
れ
、
中
世
で
は
後
白
河
天
皇
の
皇
女
室
町
院
の
荘
園
「
糸
岡

調
査
は
、
能
越
自
動
車
道
と
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設
に
先
が
け
て
実
施

一
九
九
二
年
か
ら
三
カ
年
を
か
け
て
五
遺
跡
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
の

f
)

し

や

か

、

i
つ

う
ち
、
五
社
遺
跡
・
開
酔
大
滝
遺
跡
・
石
名
田
木
舟
遺
跡
が
木
舟
城
の
城
下
町

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
石
名
田
木
舟
遺
跡
の
広
が
り
は
、
道
路
敷
内
で
延

長
約
一
・
ニ

km
続
く
。

中
世
の
遺
構
が
集
中
す
る
の
は
、

B

2
地
区
と
F

3
地
区
で
、
そ
の
他
で
は

も
の
で
、
呪
符
・
付
札
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
古
代
の
墨
書
土
器
と
し
て
は
、

D
地
区
で
「
田
」
「
甲
」
「
河
王
」
、

E
1
地
区
で
「
口
文
」
が
あ
る
。

B

2
地
区
は
木
舟
城
の
北
側
約
三

0
0
m
に
位
置
し
、
旧
北
陸
道
か
ら
木
舟

散
漫
で
あ
る
。
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
は
、

跡
の
北
西
に
は
、
稲
葉
山
を
は

石
名
田
木
舟
遺
跡
は
、
富
山

し
、

7
 
6
 

六
世
紀
し
一
七
世
紀

庄
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

5
 

4
 
3

発
掘
機
関

2

調
査
期
間

一
五
し

一
六
世
紀
を
中
心
と
し
た

一
九
九
四
年
（
平
6
)

六
月
し
一
九
九
五
年
一
月

1

所
在
地

富
山
県
小
矢
部
市
石
名
田
、
西
硼
波
郡
福
岡
町
木
舟

い

し

な

だ

き

ふ

ね

富
山
・
石
名
田
木
舟
遺
跡
①

J

の
城
下
町
は
、

一
五
世
紀
後
半
頃
か
ら
栄
え
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
天
正
九
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考
え
ら
れ
る
。

F
2
地
区
の
南
部
分
で
は
、

F
3
地
区
か
ら
続
く
中
世
の
遺
構
が
検
出
さ
れ

る
。
木
簡
は
、
南
に
隣
接
す
る
F
3
地
区
か
ら
続
く
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、

有
機
物
が
多
く
混
じ
る
黒
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
層
か
ら
大
量
の
土
器
・
木
製
品
な

中
心
と
し
、
白
山
地
震
で
木
舟
城
や
城
下
町
が
倒
壊
す
る
一
五
八
五
年
ま
で
と

ら
出
土
し
て
い
る
。

地
位
の
高
い
家
臣
の
屋
敷
地
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
構
の
時
期
は
、

一
六
世
紀
を

が
出
土
し
て
い
る
。

と
や
、
礎
石
建
物
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

一
般
の
町
屋
で
は
な
く
、
か
な
り

は
、
大
門
道
路
と
考
え
ら
れ
る
南
北
に
連
な
る
道
路
を
中
心
に
、
溝
に
よ
り
区

画
さ
れ
た
中
に
、
三
し
五
棟
ほ
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
遺
物

は
、
中
世
土
師
器

・
珠
州
焼

・
越
前
焼
・
瀬
戸
美
濃
焼

・
輸
入
陶
磁
器
（
染

付
．
青
磁

・
白
磁

・
交
趾
三
彩
・
褐
釉
四
耳
壺
）
、
金
属
製
品
（
銅
銭

・
分
銅

・
鉛

玉
・
紡
錘
車
な
ど
二

0
種
）
、
木
製
品
（
刷
毛

・
漆
器

・
折
敷

・
桶
．
箸
・
櫛

・
糸

巻
・
自
在
鉤

・
建
材
な
ど
）
な
ど
、
約
四

0
0
0
点
が
出
土
し
て
い
る
。
木
製
品

の
残
り
は
良
い
。
ま
た
、
墨
書
土
器
で
は
天
目
茶
椀
の
底
部
に

「
月
」
と
書
く

も
の
が
あ
り
、
漆
器
椀
に
漆
で

「吉
」
「木
」
な
ど
と
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。

調
査
地
区
は
、
木
舟
城
へ
続
く
大
門
道
路
に
面
し
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
こ

紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
に
主
体
が
あ
る
。

遺
構
は
、

一
四
世
紀
頃
か
ら
み
ら
れ
る
が
、
主
要
な
遺
構
の
時
期
は
、

一
五
世

物
・

礎
石
建
物

・

根
駄
建
物
•
井
戸
・
溝

・

土
坑
・

道
路
な
ど
が
あ
る
。
建
物

遺
跡
は
、
南
側
の

H
地
区
ま
で
約
一

0
0
m
ほ
ど
続
き
、
谷
と
な
る
。

城
へ
続
く
大
門
道
路
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
調
査
で
は
、
中
世
で
二
し
三
面
の

遺
構
面
が
み
ら
れ
る
。
中
央
部
分
で
は
、
火
事
に
よ
る
二
面
の
炭
化
物
層

(II

c

層
•
I
I
e

層
）
と
整
地

・

盛
土

(
I
I
d層
•
I
I
f

層
）
が
あ
り
、
各
遺
構
面
で

多
く
の
遺
構
と
遺
物
が
見
つ
か
っ
た
。
お
も
な
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建

F
3
地
区
は
、
木
舟
城
か
ら
約
五

0
0
m
西
側
、

B
2
地
区
か
ら
は
、
約
五

0
0
m
西
南
に
あ
た
る
。
こ
の
地
区
は
、
方
形
の
区
画
溝
に
囲
ま
れ
た
屋
敷
地

と
考
え
ら
れ
、
こ
の
周
辺
で
は
中
心
的
な
位
置
を
し
め
る
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。

F
3
地
区
に
み
ら
れ
る
区
画
は
、
約
六
二

m
の
方
形
か
ら
八
六

m
の
方
形
区

画
に
拡
張
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
区
画
内
に
大
き
な
敷
地
を
持
つ
掘
立
柱

建
物

・
土
台
建
物
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
遺
物
は
、
区
画
溝
を
は
じ
め
と

し
た
溝
か
ら
の
出
土
量
が
多
く
、
そ
の
大
部
分
が
食
膳
具
で
あ
り
、
硯

・
茶
道

具
な
ど
の
出
土
か
ら
、
比
較
的
高
い
階
層
の
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
地
区
で
は
一
辺
約
六
二
m
の
方
形
に
巡
る
溝
S
D
-
―1
0
か
ら
、
大
量
の

中
世
土
師
器
皿
・
木
製
品
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
溝
が
続
く
F
2
地
区
で
は
、

「長
享
二
年
」
の
年
号
が
書
か
れ
た
木
簡
⑬

G
地
区
は
南
西
に
落
ち
る
谷
の
落
ち
際
に
あ
た
る
部
分
で
、
F
3
地
区
か
ら

続
く
中
世
の
遺
構
で
、
比
較
的
小
規
模
な
建
物
が
並
ぶ
と
考
え
ら
れ
、
町
屋
的

な
性
格
の
強
い
遺
構
で
あ
る
。
井
戸
が
三

0
基
検
出
さ
れ
た
が
、
は
っ
き
り
と

し
た
建
物
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
。
木
簡
は

F
3
地
区
か
ら
続
く
溝
S
D
-
―
か

ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。
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8
 (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

・
「
く
た
う
の
や
し
口」

「
＜
九
郎
左
衛
門

・
「
く
こ
た
う
」

〔
と
ヵ
〕

.「＜
□

三
郎
」

「
新
左
衛
門
尉
」

L— 

〔
室
ヵ
〕

「
二
百
ま
い
山
口
小
次
郎
」

(13) (12) 

「王
」

〔
金
将
ヵ
〕

「
ロ
ロ
」

「
＜

藤
左
衛
門
尉
」

・
「金

L_  

木
簡
の
釈
文
・
内
容

・
「
く
（
記
号
）

三
斗
廿
口」

(11) 

・
「
五
大
力
井
ー
ロ」

〔
郎
ヵ
〕

・
「伊
藤
小
四
口

」

(
2
3
8
)
 X
 40
 x
 2
 

0
8
1
 

2
8
9
 x
 3
5
 x
 3
 

0
5
1
 

2
1
6
 x
 3
1
 x
 7
 

0
1
1
 

1
4
0
 x
 2
3
 x
 6
 

0
3
3
 

2
3
5
 x
 2
0
 x
 1
1
 

0
5
1
 

2
7
6
 x
 2
4
 x
 4
 

0
5
1
 

1
2
0
 x
 1
3
 x
 4
 

0
3
2
 

9
6
 x
 1
7
 x
 4
 

0
3
2
 

・
「銀
将
」

mは
、
中
層
面
の
建
物
の
雨
落
溝
と
考
え
ら
れ
る

S
D
九
六
七
出
土
で
、
上

下
が
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
末
尾
の
文
字
は

「合
」
か

「分
」
。
ま
た
、
裏
面

に
も
墨
痕
が
み
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
②
⑥
①
は
、

I
I
f
層
（
下
層
の
盛

土
・
整
地
層
）
か
ら
の
出
土
で
、
②
⑥
は
人
名
だ
け
の
記
載
、
⑨
の
記
載
は
両

面
が
ほ
ぼ
同
じ
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

「水
八
し
」
は
現
在
の
富
山
市
水
橋

槻

□

1IIIi回
□

k

ギ
ギ
ギ
や
口

「
九
郎
ゑ
も
ん
」

―

―
 

い
た
う
年
於
口
百
本
口

B
2
地
区

(10) 

J
 
汁
□

汁
汁

辻［
 ロ
ロ

□

固

IIil

隙
出
出
出

・
「
＜
九
斗
九
升
は
つ
お
ん

水
八
し

」

(9) 

「
＜
九
斗
九
升
津
せ
ん

□

し

L— 

1
2
0
 x
 2
2
 x
 3
 

0
3
2
 

3
5
 x
(
1
0
0
)
 X
 5 
0
8
1
 

3
8
 x
 3
4
 x
 1
0
 

0
6
1
 

3
3
 x
(
1
3
)
 X
 11
 

0
6
1
 

3
0
 x
 2
6
 x
 2
 

0
6
1
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の
地
名
で
あ
ろ
う
か
。
③
は
、
表
面
に
「
五
大
力
菩
薩
」
、
裏
面
に
人
名
の
書

か
れ
た
札
で
盗
難
よ
け
の
呪
語
か
。

I
I
e
層
（
下
層
炭
化
物
層
）
か
ら
の
出
土
。

④
⑦
は
そ
れ
ぞ
れ
、
下
層
の
溝
の

S
D
一
六
八
へ
流
れ
る
水
溜
状
の
土
坑

s
k

八
二
四
、
大
門
道
路
と
考
え
ら
れ
る
道
の
西
側
に
作
ら
れ
た
隅
丸
方
形
の
土
坑

の
中
の
井
戸

s
k四
七
七
か
ら
の
出
土
。
⑤
は
調
査
区
中
央
部
に
幅
一

0
m
、

深
さ
―
•
五
m

で
南
北
に
掘
ら
れ
た
、
最
下
層
の
大
溝
の
S
D

一
五
一
五
か
ら

の
出
土
。
⑧
は
遺
跡
東
側
の
区
画
溝
S
D
―
六
八
か
ら
出
土
し
、
裏
面
末
尾
の

文
字
は

「
ろ
」
か

「
り
」
。
叫
は
、
数
字
と
「
筵
」
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
、

「
筵
」
の
数
量
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

I
I
f
層
か
ら
の
出
士
。

⑪
ー
⑬
は
、
将
棋
の
駒
。
そ
れ
ぞ
れ

I
I
C
層
（
上
層
炭
化
物
層
）
、
調
査
区
中

央
の
上
層
で
検
出
さ
れ
た
、
直
径
六

oem、
深
さ
四

O
c
m
ほ
ど
の
円
形
の
土
坑

s
kニ
ニ
ニ
出
土
。
⑫
は

「
金
将
」
を
再
加
工
し
て
新
た
な
駒
と
し
て
い
る
。

⑬
は
、
調
査
区
中
央
の
中
層
面
の
建
物
に
伴
う
、
幅
六
O
c
m
ほ
ど
の
東
西
の
排

~
 

(11) 

。

驀
置鵬＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼潤

:
 

(13) 

(12) 

口
口
贔日

□

□

]
 

゜
20cm 
疇

(15) 
五
六
四
）

⑭ 

F
3
地
区

n
L
J」

司
□

日

LJ」

「口日

LJ長
享
―
一
年

―

-

」

F
2
地
区

ま
た
人
形
の
顔
部
が
二
点
、
脚
一
点
が
あ
る
。

水
溝
S
D
1
0
五
三
出
土
。
こ
の
他
、
数
文
字
が
書
か
れ
た
木
簡
片
が
七
点
、

屋
号
あ
る
い
は
記
号
と
考
え
ら
れ
る
墨
害
（
丸
の
中
に
大
一
、
井
桁
中
に
大
）
が

あ
る
。
井
桁
は
両
面
に
描
か
れ
て
お
り
、
文
字
が
続
く
が
欠
損
し
て
読
め
な
い
。

2
3
6
 x
 
6
4
 x
 
4
 

Oll 

形
状
は
、
長
方
形
の
材
の
頭
部
を
圭
頭
に
し
た
も
の
で
完
形
品
で
あ
る
。
墨

は
残
っ
て
お
ら
ず
、
痕
跡
だ
け
が
わ
ず
か
に
残
る
。
中
央
よ
り
右
寄
り
に
一
行
、

中
央
に
そ
れ
よ
り
や
や
大
き
な
文
字
で
一
行
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
窺
え
る
が
、

判
読
で
き
る
の
は
、
右
側
の
行
最
後
の
「
長
享
二
年
」
だ
け
で
あ
る
。
長
享
二

年
は
一
四
八
八
年
に
あ
た
り
、
昨
年
の
調
査
で
出
土
し
た
「
大
永
二
年
」
（
一

「
天
正
十
一
年
」
(
-
五
八
三
）
銘
の
鰐
口
、
「
永
禄
七
年
」
(
-
五
ニ

―
-
）
銘
の
石
硯
に
続
き
、
遺
跡
の
時
期
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

溝
S
D
O
三
出
土

・「ロロ

[LJ…
…

尉

n
u

•

「n
L
J

…
…

(
2
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ロ
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V
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(
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ロ
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垣
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澁
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心
函
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栄
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榊
Ill全
菜
心
奴
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出
;
;
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全
心
「
出
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」
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釦
叩
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菜
心
゜
謎
豆
喘
磁
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廿
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1994年出土の木簡

折
敷
な
ど
の
木
製
品
が
あ
る
。

閥
は
最
下
層
か
ら
出
土
し
た
呪
符
で
、
付
近
か
ら
は
硯
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
遺
物
と
し
て
は
、
大
量
の
中
世
土
師
器
皿
・
漆
器
椀
．
箸
・
曲
物
・

井
戸

S
E
8
1
2
出
土

「
□

日
じ

〔
進
ヵ
〕
〔
者
ヵ
〕

口
申
し
候
口

l— 

n
u
 L— 

5
8
 x
(
2
3
)
 x
 
1
.
5
 

0
2
1
 

さ

しー

定
之
趣
能
事

(25) 競

墨
書
が
あ
る
。

溝
S
D
一
八

0
出
土

・
「
意
得
御

n
u
 

「（符録
）
鬼
急
々
如
律
令
女
」

1
4
7
 x
 
2
6
 x
 2
 

Oll 

・
「＜
宮
之
殿

・
「
く
さ
た
の
り

n
u

2
5
3
 x
 6
1
 x

4

 

1
7
1
 x
 2
4
 x

2

 

閲
は
梵
字
に
か
か
る
よ
う
に
目
釘
が
残
る
。
こ
の
井
戸
は
整
地
し
た
建
物
の

敷
地
内
に
あ
り
、
中
世
土
師
器
皿
・
箸

・
折
敷
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
以
外
の
資
料
と
し
て
、
溝
S
D
O
三
か
ら
墨
書
さ
れ
た
中
世
土
師
器
皿

し
た
皿
は
両
面
を
八
等
分
し
、
内
面
は
そ
の
枠
内
に
一
ー
八
ま
で
の
数
字
と
文

が
数
点
出
土
し
て
い
る
。

一
点
を
除
き
落
書
状
の
墨
痕
で
読
め
な
い
が
、
図
示

｛
品
讃
姜
ぷ
礼
令
A

L... 

(24) 

字
（
人
ヵ
）
あ
る
い
は
記
号
を
書
き
、
外
面
は
一
二
つ
の
枠
内
に
「
十
」
な
ど
の

勾 (26) 

御
申
八
郎

n
U」

「
0

（
梵
字
）
奉
講
如
意

□

経
玉
守
護

□

口」

0
 3
3
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（
酒
井
重
洋
・

中
川
道
子

・

山
元
祐
人

•

島
田
美
佐
子

・

三
島
道
子
）

9

関
係
文
献

前
焼
・
瀬
戸
美
濃
焼
（
花
瓶
）

・
「
（
梵
字
）

(
5
5
)
 x
(
3
4
)
 X
2
 

一
面
に
は
、
「
除
臨
兵
（
闘
）
」
の
文
字
と
梵
字
、
反
対
の
面
に
は
梵
字
と
弓

矢
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
側
面
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
両
面
と
も
明
瞭
に

判
読
で
き
、
水
野
正
好
氏
に
よ
る
と
「
九
文
字
か
ら
な
る
呪
い
返
し
の
呪
符
の

一
部
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
他
遺
物
に
は
、
中
冊
上
師
器
皿

・
珠
州
焼

・
越

•
青
磁
・
白
磁
・
漆
器
椀
．
箸
・
曲
物
が
あ
る
。

な
お
木
簡
の
解
読
に
あ
た
り
富
山
大
学
富
田
正
弘

•

本
郷
真
紹
両
氏
、
呪
符

木
簡
に
つ
い
て
は
、
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

側
富
山
県
文
化
振
興
財
団
『
埋
蔵
文
化
財
調
資
年
報

(
6
)
』
平
成
六
年
度

（
一
九
九
五
年
）

(28) 

〔
闘
ヵ
〕

「
除
臨
兵
口

（
梵
字
）

四

G
地
区

0
 8
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A
 

ー
、
(28) 
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